






























































ち 1890 年代と作品が執筆された 1920 年代という二つの時点においての、西
洋の近代文明と中国の古典文化に対しての日本人の見方を考察し、1890 年代
における、西洋の近代文明へ追随する狂熱さは 1920 年代になってある程度醒
め、中国文化への軽蔑も 1920 年代になってある程度反省され、その価値が再
認識されたことを明らかにした。物語の時代背景が、作品が執筆された 30 年
前の日清戦争の直後に設定された原因は、日本人が急速な近代化を反省し、
日清戦争前後に軽視した中国の古典文化に改めて憧れを感じた 1920 年代に
おいて、芥川が、近代化による伝統文化の破壊という問題を見つめ、日清戦
争前後という時期に遡ったのだと主張した。そして、中国人女性のお蓮を日
本に連れ帰った日本人男性の行為を分析し、それが近代日本人の、中国文化
を日本の土壌に移植する試みを象徴していると論じた。また、お蓮が日本で
精神崩壊していくことについて分析し、彼女が発狂するという結末は、中国
の古典文化を近代日本に移植する試みは必ず失敗することを象徴していると
論じた。伝統文化に郷愁を覚えた近代日本人は、中国で冷凍保存されている
と見なされた古典文化に慰めを求めたが、侵略戦争という手段の暴力性によ
って、中国の古典文化を破壊することしかできず、占有できなかったという
芥川の考えを読み取った。
3第 5章では、「将軍」について論じた。まず、作品における中国人を嫌悪す
る日本の軍人、そして帝国日本に反抗的な姿勢を持っている中国人について
分析した。芥川は中国旅行によって、日本と中国との対立の鋭さを再認識し
たため、作品の中で対立の立場にある日本人と中国人を作り出したと論じた。
そして、田口という下級兵士の殺人をめぐる心境の変化を分析した。田口を、
時流に流されやすく、国家意識に染まりやすい一般民衆の代表だと見なし、
彼が戦場という異常空間において、人間性が抹殺され、帝国軍人になってい
く過程を追うことによって、芥川の戦争批判を読み取った。また、N 将軍と
いう人物像に分析を加えた。空洞化され、符号化された N 将軍は帝国主義言
説に利用された思想、文化の具象化であり、その人物像には、乃木将軍や<
武士道>を思想宣伝の道具として利用した帝国主義的イデオロギーに対する
芥川の批判と抵抗が潜んでいると論じた。
第 6章では、「僻見」について論じた。まず、ニーチェの思想、特に〈超人〉
思想とナチズムとの関係について述べ、彼の思想からナチズム的な要素を見
出すことのできる可能性があることを明らかにした。そして、芥川文学とニ
ーチェの〈超人〉思想との関係について述べ、〈超人〉に対する芥川の懐疑と
畏怖の心情を、帝国日本の植民地拡張と関連づけて解釈した。「善悪の彼岸」
に立っているニーチェの超人は、日本という国家でいったん主導権を握れば、
帝国主義の道を猛進するだろうという憂慮が、芥川の〈超人〉に対する懐疑
と畏怖の心情に含まれている可能性があると論じた。また、芥川における〈超
人〉像の独自性について分析し、岩見重太郎のような超人が代表しているの
は、民衆に神格化され、理想化された国の権力者だと論じた。最後に、〈超人〉
に追随しようとする〈我々〉という群像について分析し、この群像によって、
芥川は戦争に協力的な民衆像を提示していると論じた。このように、作品か
ら、平等、平和など既成の道徳を脚下に蹂躙する<超人>と、<超人>に追随し、
協力する民衆がいたからこそ、日本は植民地主義の道へと進んでいったとい
う芥川の認識を読み取った。
第 7章では、「桃太郎」について論じた。まず、明治と大正期に流通してい
た桃太郎像の考察を行い、当時の世間に流布していた桃太郎像は侵略主義、
軍国主義と親和性を持っていることを明らかにした。そして、芥川が視点を
転換し、鬼の立場、つまり戦争相手国の人の立場に立って桃太郎の鬼が島侵
略を語ったのは、関東大震災朝鮮人虐殺事件の影響を受けたからだと主張し
た。大震災朝鮮人虐殺事件において市民が演じた役割と桃太郎の鬼が島征伐
において犬、猿、雉の三匹が演じた役割との類似性について分析し、犬、猿、
雉は私利私欲のために自発的に戦争に関与した市民を象徴していると論じた。
また、老夫婦と桃太郎、桃太郎と犬、猿、雉の三匹、三匹の間の矛盾が全て
4外部の鬼が島に転嫁されたという設定の意味を検討し、この設定から、日本
国内の矛盾の対外転嫁として、戦争が勃発するという芥川の考えを読み取っ
た。最後に、桃太郎の天才論的な意味合いを検討した。〈桃太郎〉的天才に対
する芥川の矛盾した態度から、桃太郎のような国の権力者、時勢、市民の三
者は作用し合い、戦争責任は権力者だけではなく、市民にもあるという芥川
の考えを読み取った。
このように、芥川の初期作品から後期作品における帝国主義批判という思
想は、次第に深化していくことを明らかにした。そして、彼の文学における
帝国主義批判という思想の特徴を三つにまとめた。第一に、芥川は個人の生
に関心を向け続け、個人の命と自由が戦争によって奪われたことに批判的な
目を向けている。第二に、芥川は中国文化に関心を向け、帝国主義戦争、そ
して日本の植民地政策が中国の伝統文化、古典文化を破壊することに対して
批判を行っている。第三に、芥川の帝国主義批判の重点は被支配国の文化が
破壊されることから日本の権力者と市民の帝国主義戦争への関与に移ってい
る。
最後に、大正文壇という特殊な社会の中での、芥川文学における帝国主義
批判を検討した。芥川は同時代的限界を全て超越していたわけではないが、
限界のある国主義批判は、大正時代において見れば、かなり深いものなので
あり、それを十分に評価すべきだという結論に至った。

